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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、旧世界ザル（オナガザル科オナガザル亜科、コロブス亜科）の甘味感受
性という一つのテーマについて、遺伝子、受容体、行動といった多岐にわたる分野か
らのアプローチを行った研究である。 
第2章ではまず、オナガザル亜科に属するニホンザルの甘味感受性について、天然の
糖類（果実等に含まれるフルクトース、スクロース、デンプンが唾液中のα-アミラー
ゼによって分解されて生じるマルトース等）を対象とした受容体の機能解析実験を実
施した。その結果、マルトースにおいてヒトよりもニホンザルの感受性が有意に高く
なっていることを示した。また、二瓶法を用いた行動実験により、ニホンザル個体の
マルトースに対する嗜好性もスクロースと同程度であることを示した。これまで、ヒ
トをはじめとした数種については霊長類甘味受容体TAS1R2/TAS1R3の機能解析の実験例
は報告されているが、その多くは霊長類が採食する天然の食物にはほとんど含まれな
いスクロースや人工甘味料を用いたものであり、天然の糖類を用いた実験系の構築は
高く評価できる。行動実験ではマカク類のマルトースに対する嗜好性の高さは示唆さ
れていたが、本研究によってその分子基盤を明らかにしたことにより、進化的背景に
ついても考察することができるようになったことは特筆に値する。 
第3章ではコロブス亜科に属するジャワルトンのTAS1R2/TAS1R3について実験系を構
築し、甘味感受性の実験を行った。コロブス亜科に属する霊長類は実験動物として用
いられないため、これまでは行動実験やmRNAの採取等の組織に対する研究等は困難
であった。本研究では、フンサンプルから単離したゲノムDNAを解析し、そのエクソ
ンを人工的に繋げることによって作製した発現ベクターを用いて、タンパク質の機能
解析に成功した。その結果、ジャワルトンのTAS1R2/TAS1R3はタンパク質として細胞膜
表面に位置するが、既知の糖類やアミノ酸等に対してはほとんど反応しないことを示
した。また、行動実験によりこれらの傾向がコロブス亜科に属するシルバールトンと
ハヌマンラングール個体でも観察されることを示した。さらに、TAS1R2/TAS2R3の3つ
のドメイン構造を入れ替えたすべての組み合わせのキメラタンパク質を作製すること
により、TAS1R2の細胞膜外領域に生じたアミノ酸変異が糖類の結合による甘味受容体
活性化を妨げていることを示唆した。詳細な責任部位の同定には至らなかったが、こ
れらの結果から、これまで研究がほとんど行われていなかったコロブス亜科に属する
霊長類の甘味感覚が減弱していることを強く示唆した。コロブス亜科に属する霊長類
は前胃の共生細菌を用いてセルロース分解を行うため、葉食傾向が非常に強い特殊な
採食行動を示す。また、果実については熟した果実よりも未熟果を好む傾向があるこ
とが報告されている。これらの採食行動と甘味感受性の低下の関係を考察することに
より、コロブス亜科の霊長類の食性について、新たな視点を提供する成果であると評
価できる。 
このような広い視点をもった実験とそれに基づく考察は、旧世界ザルの採食研究や
味覚の進化研究に新しい知見をもたらすものであり、学術的意義は極めて高い。よっ
て、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成30年1
月4日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
